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水中写真に基づく和歌山県初記録のハゼ亜目魚類18種 1)

First records of 18 species of Gobioidei based on underwater photographs from Kushimoto, Wakayama 
Prefecture, Japan.

大西　遼 2)・谷口勝政 3)・平嶋健太郎 4)

RYO ONISHI, KATSUMASA TANIGUCHI and KENTAROU HIRASHIMA

Abstract

  Underwater photographs of 18 species of Gobioidei were taken at a diving points in Kushimoto, Wakayama 

Prefecture, marking the first records in the prefecture. Nine species of them are represents the northernmost 

distributional records and the first records from Honshu. 

はじめに
　紀伊半島の南端に位置する和歌山県串本町は，沖合を流れる黒潮の影響を強く受けるため，造礁サン
ゴ類を中心とした熱帯性生物群集が形成されており（野村，2009），海洋生物地理区では亜熱帯区に
区分される（西村，1992）．串本町沿岸における魚類相は，1970年以降，串本海中公園センターによ
り調査されており，これまでに1043種が記録されている（福田，1983；福田・御前，1992a，b；小寺，
2003；福田・小寺，2019；大西，2024a）．加えて，各種の断片的な出現を含むと同町からはこれ以上
の種数が記録されている（大西，2024a）．また近年，同町からは黒潮により南方域から輸送されてき
たと考えられる熱帯・亜熱帯性魚類の報告が相次いでおり（例えば，大西・是枝，2024；大西・吉田，
2024；大西，2024b），本県沿岸におけるそれらの出現動向や気候変動に伴う魚類相の変化を把握する
上で重要な海域である．
　生物地理学的な研究を行う上で魚類相の把握は重要な基礎資料となる．その一方で，沿岸の潜水調査
が可能な場所はレジャーのダイビングポイントであることが多く，魚類の採集が困難な場合がある（瀬
能ほか，1997）．これは多数のダイビングポイントを有する和歌山県串本町においても同様である．自
然史標本は再検証を可能にするという観点から，きわめて重要性が高いが（瀬能，2015），標本が得ら
れていない種であっても，その出現については評価されることが望まれる（日比野・長野，2020）．神
奈川県立生命の星・地球博物館では，ダイバーにより撮影された魚類の水中写真を標本と同じように
再検証可能な博物館の一次資料として位置づけ，公共研究機関の学術資料として収集・保管し，デー
タベース化を行った（瀬能ほか，1997；Matsuura and Senou, 2002; 瀬能・松浦，2007；松浦・瀬能，
2012）．これによりダイビングで撮影された水中写真に基づく魚類相が各地で調べられるようになった
（例えば，古瀬ほか，1996；瀬能ほか，1998；深谷，2023；村瀬ほか，2023）．以上から，串本町沿岸
の魚類相の包括的な把握や，生物地理学的な評価を行うためにはダイビングポイントで撮影された魚類
の出現情報についても蓄積していく必要がある．
　2008年から2022年にかけて，和歌山県串本町の複数のダイビングポイントで本県初記録となるハゼ亜
目魚類18種の水中写真が撮影された．そのうち9種は本州からの初記録であり，分布の北限を更新する
記録であるため，ここに報告する. 

　本報告に用いた水中写真はすべて第2著者により撮影され，写真資料は神奈川県立生命の星・地球博
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物館（KPM）に登録・保管されている．なお，同館の資料番号はデータベース上では0を含めた7桁の
数字で表記されているが，ここでは実質的な有効数字で記した．

和歌山県初記録のハゼ亜目18種
ハゼ科
Amblyeleotris melanocephala Aonuma, Iwata & Yoshino, 2000

ズグロダテハゼ（Fig. 1A）
写真資料　KPM-NR261209，和歌山県東牟婁郡串本町田子（ダイビングポイント名：ヨリコバ），水

深40 m，2022年6月17日撮影．
備考　撮影された個体は，頭部と体側に4黄褐色横帯があること，尾鰭基底に1黄斑があること，

および頭部が暗紫色であることが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したズグロダテハゼ
Amblyeleotris melanocephalaの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種は西太平洋に分布し，日本国内では高知県，鹿児島県，大隅諸島および沖縄諸島から記録さ
れている（明仁ほか，2013；鈴木，2021；Jeong and Motomura, 2021; 田代ほか，2022）．本研究に
より，新たに和歌山県から記録された．この記録は本種の本州からの初記録であり，北限更新記録
となる．

Bryaninops natans Larson, 1985

アカメハゼ（Fig. 1B）
写真資料　KPM-NR261210，和歌山県東牟婁郡串本町串本　袋港，水深6 m，2010年12月8日撮影．
備考　撮影された個体は，体背面が盛り上がること，眼が大きく虹彩がピンク色であること，およ

び体側下方が黄色であることが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したアカメハゼBryaninops 

natansの特徴とよく一致したため，本種に同定された．
　　本種はインド・太平洋に分布し，日本国内では屋久島および琉球列島から記録されている（明仁

ほか，2013；鈴木，2021）．本研究により，新たに和歌山県から記録された．この記録は本種の本
州からの初記録であり，北限更新記録となる. 

Cryptocentrus strigilliceps (Jordan & Seale, 1906)

ヒノマルハゼ（Fig. 1C）
写真資料　KPM-NR261211，和歌山県東牟婁郡串本町串本（ダイビングポイント名：シーマンズビー

チ），水深5 m，2009年11月9日撮影．
備考　撮影された個体は，頭部と体側に赤色点がないこと，第1背鰭下方の暗色斑は体側中央の他の

暗色斑より大きく，明色の縁取りがあることが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したヒノマ
ルハゼCryptocentrus strigillicepsの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種はインド・太平洋に分布し，日本国内では種子島，屋久島および琉球列島から記録されてい
る（明仁ほか，2013；鈴木，2021；Motomura, 2023）．本研究により，新たに和歌山県から記録さ
れた．この記録は本種の本州からの初記録であり，北限更新記録となる．

Ctenogobiops aurocingulus (Herre, 1935)

オビシノビハゼ（Fig. 1D）
写真資料　KPM-NR261212，和歌山県東牟婁郡串本町串本（ダイビングポイント名：シーマンズビー

チ），水深4 m，2015年12月10日撮影．
備考　撮影された個体は，体に縦帯はなく，胸鰭の白色斑は円形であること，および体側の腹側に

多数の短い黄色横線があることが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したオビシノビハゼ
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Ctenogobiops aurocingulusの特徴とよく一致したため，本種に同定された．
　　本種はインド・太平洋に分布し，日本国内では屋久島および琉球列島から記録されている（明仁

ほか，2013；鈴木，2021）．本研究により，新たに和歌山県から記録された．この記録は本種の本
州からの初記録であり，北限更新記録となる．

Ctenogobiops pomastictus Lubbock & Polunin, 1977

シノビハゼ（Fig. 1E）
写真資料　KPM-NR261213，和歌山県東牟婁郡串本町潮岬（ダイビングポイント名：グッドラスワー

ルド），水深20 m，2008年6月11日撮影．
備考　撮影された個体は，第1背鰭棘が伸長しないこと，体側の腹側に黒色点が縦列すること，およ

び体側中央の黒色斑上に黄色斑が現れることが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したシノビ
ハゼCtenogobiops pomastictusの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種はインド・太平洋に分布し，日本国内では屋久島および琉球列島から記録されている（明仁
ほか，2013；鈴木，2021）．本研究により，新たに和歌山県から記録された．この記録は本種の本
州からの初記録であり，北限更新記録となる．

Ctenogobiops tangaroai Lubbock & Polunin, 1977

ハタタテシノビハゼ（Fig. 1F）
写真資料　KPM-NR261214，和歌山県東牟婁郡串本町潮岬（ダイビングポイント名：グッドラスワー

ルド），水深17 m，2010年11月19日撮影．
備考　撮影された個体は，第1背鰭の第1，2棘とその鰭膜が著しく伸長すること，臀鰭に赤色点があ

ること，および胸鰭の白色斑が線状であることが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したハタ
タテシノビハゼCtenogobiops tangaroaiの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種は中・西部太平洋に分布し，日本国内では大隅諸島および琉球列島から記録されている（明
仁ほか，2013；鈴木，2021；Motomura，2023）．本研究により，新たに和歌山県から記録され
た．この記録は本種の本州からの初記録であり，北限更新記録となる.

Eviota pellucida Larson, 1976

コジカイソハゼ（Fig. 1G）
写真資料　KPM-NR261215，和歌山県東牟婁郡串本町串本（ダイビングポイント名：マリンセンター

前ビーチ），水深3 m，2008年6月4日撮影．
備考　撮影された個体は，虹彩の白色帯が途切れないこと，脊柱上縁の白色縦列斑が胸鰭上部から8

個あること，および小赤色点が体背面全体に規則的に分布することが，鈴木（2021）の示したコジ
カイソハゼEviota pellucidaの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種は中・西部太平洋に分布し，日本国内では鹿児島県，大隅諸島および琉球列島から記録さ
れている（Greenfield and Suzuki, 2012；Motomura and Harazaki, 2017；萩原，2018；鈴木，2021；
萩原，2022；田代ほか，2022；Motomura，2023）．本研究により，新たに和歌山県から記録され
た．この記録は本種の本州からの初記録であり，北限更新記録となる．

Oplopomus caninoides (Bleeker, 1852)

ウスゲショウハゼ（Fig. 1H）
写真資料　KPM-NR261217，和歌山県東牟婁郡串本町潮岬（ダイビングポイント名：アンドの鼻），

水深16 m，2016年10月27日撮影．
備考　撮影された個体は，第1背鰭に黒色斑が1つあること，尾鰭基底に長円形の黒斑があり，その
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上下に黒斑があることが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したウスゲショウハゼOplopomus 

caninoidesの特徴とよく一致したため，本種に同定された．
　　本種はインド・西太平洋に分布し，日本国内では鹿児島県，奄美大島，沖縄島，石垣島，および

西表島から記録されている（明仁ほか，2013；鈴木，2021；田代ほか，2022）．本研究により，新
たに和歌山県から記録された．この記録は本種の本州からの初記録であり，北限更新記録となる. 

Stonogobiops pentafasciatus Iwata & Hirata, 1994

キツネメネジリンボウ（Fig. 2A）
写真資料　KPM-NR261218，和歌山県東牟婁郡串本町須江（ダイビングポイント名：内浦ビーチ），

水深19 m，2009年12月9日撮影．
備考　撮影された個体は，第1背鰭と第2背鰭がほぼ同じ高さで丸みを帯びること，第2背鰭が1棘

10軟条であること，下顎から眼を通り，頭部背面に達する黒色斜線があること，および腹鰭先
端が黒いことが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したキツネメネジリンボウStonogobiops 

pentafasciatusの特徴とよく一致したため，本種に同定された．
　　本種は日本固有種で，相模湾，伊豆半島，高知県，および奄美大島から記録されている（明仁ほ

か，2013；Nakae et al., 2018；鈴木，2021；本田ほか，2024）．本研究により，新たに和歌山県か
ら記録された．

Tomiyamichthys alleni Iwata, Ohnishi & Hirata, 2000

ヒメオニハゼ（Fig. 2B）
写真資料　KPM-NR261219，和歌山県東牟婁郡串本町潮岬（ダイビングポイント名：備前），水深24 

m，2017年10月3日撮影．
備考　撮影された個体は，第1背鰭が三角形で第1棘と第2棘が伸長すること，上顎後端が眼の後端を

超えること，および臀鰭が1棘10軟条であることが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したヒ
メオニハゼTomiyamichthys alleniの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種は西太平洋に分布し，日本国内では伊豆諸島，伊豆半島，高知県，屋久島，および琉球列島
から記録されている（明仁ほか，2013；鈴木，2021；本田ほか，2024）．本研究により，新たに和
歌山県から記録された. 

Vanderhorstia kizakura Iwata, Shibukawa & Ohnishi, 2007

キザクラハゼ（Fig. 2C）
写真資料　KPM-NR261220，和歌山県東牟婁郡串本町田子（ダイビングポイント名：ヨリコバ），水

深40 m，2019年5月14日撮影．
備考　撮影された個体は，頭部に黄色の斜走線と斑点があること，頭部と体側に5本の茶褐色斜走帯

があること，および背鰭と尾鰭の鰭膜には黄色斑がないことが，鈴木（2021）の示したキザクラハ
ゼVanderhorstia kizakuraの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種は日本からのみ分布が確認されており，伊豆大島，高知県，大隅諸島の竹島，屋久島，奄
美大島，および沖縄島から記録されている（明仁ほか，2013；鈴木，2021；Jeong and Motomura , 

2021；本田ほか，2024）．本研究により，新たに和歌山県から記録された．

Vanderhorstia papilio Shibukawa & Suzuki, 2004

ヤノスソビキハゼ（Fig. 2D）
写真資料　KPM-NR261221，和歌山県東牟婁郡串本町有田（ダイビングポイント名：サンビラ），水

深20 m，2010年8月23日撮影．
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備考　撮影された個体は，第1背鰭の第3棘が糸状にわずかに伸長すること，頭部と体側に大型の4黒
色鞍状斑があること，眼下に黒色垂帯があること，尾鰭基底にH字形の黒色斑があること，およ
び尾鰭後縁が燕尾形であることが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したヤノスソビキハゼ
Vanderhorstia papilioの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種は西太平洋に分布し，日本国内では屋久島，奄美大島，沖縄島，および西表島から記録され
ている（明仁ほか，2013；鈴木，2021）．本研究により，新たに和歌山県から記録された．この記
録は本種の本州からの初記録であり，北限更新記録となる．

Vanderhorstia rapa Iwata, Shibukawa & Ohnishi, 2007

ナノハナフブキハゼ（Fig. 2E）
写真資料　KPM-NR261222，和歌山県東牟婁郡串本町古座（ダイビングポイント名：ブラックトンネ

ル），水深50 m，2017年11月14日撮影．
備考　撮影された個体は，第1背鰭の鰭膜先端が湾入しないこと，腹部に黄色横線があること，お

よび体側の鞍状斑は伸長して背腹に分かれることが，鈴木（2021）の示したナノハナフブキハゼ
Vanderhorstia rapaの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種は日本からのみ分布が確認されており，伊豆大島，高知県および鹿児島県から記録されてい
る（明仁ほか，2013；鈴木，2021；田代ほか，2022；本田ほか，2024）．本研究により，新たに和
歌山県から記録された. 

クロユリハゼ科
Navigobius kaguya Gill, Tea & Senou, 2017

カグヤヒメハゼ（Fig. 2F）
写真資料　KPM-NR261223，和歌山県東牟婁郡串本町田子（ダイビングポイント名：ヨリコバ），水

深40 m，2019年10月1日撮影．
備考　影影された個体は，尾鰭後縁が深く二叉し，上下葉がやや伸長すること，および体側が薄い桃

色であることが，鈴木（2021）の示したカグヤヒメハゼNavigobius kaguyaの特徴とよく一致したた
め，本種に同定された．

　　本種は日本およびフィリピンのルソン島に分布し，日本国内では相模湾，大隅諸島の硫黄島，
屋久島，奄美大島，伊江島，沖縄島，および西表島から記録されている（Gill et al , 2017；鈴木，
2021；Jeong and Motomura, 2021）．本研究により，新たに和歌山県から記録された．

Nemateleotris decora Randall & Allen, 1973

アケボノハゼ（Fig. 2G）
写真資料　KPM-NR261224，和歌山県東牟婁郡串本町田子（ダイビングポイント名：ヨリコバ），水

深40 m，2021年11月16日撮影．
備考　撮影された個体は，第1背鰭前半部が著しく伸長し，先端が丸いこと，第1背鰭前半部の鰭膜が

濃紫色であること，腹鰭前半部が黒色であること，および躯幹部が乳白色で尾部から尾柄部が濃紫
色であることが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したアケボノハゼNemateleotris decoraの特
徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種はインド・太平洋に分布し，日本国内では伊豆諸島，静岡県，高知県，大隅諸島，および
琉球列島から記録されている（明仁ほか，2013；荻原，2013；鈴木，2021；Jeong and Motomura, 

2021； 本田ほか，2024；阿部ほか，2024）．本研究により，新たに和歌山県から記録された. 
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Ptereleotris grammica Randall & Lubbock, 1982

スジクロユリハゼ（Fig. 2H）
写真資料　KPM-NR261225，和歌山県東牟婁郡串本町田子（ダイビングポイント名：浅地），水深36 

m，2009年8月24日撮影．
備考　影影された個体は，第1背鰭の3–5棘が糸状に伸長すること，胸鰭基底に黒色線がないこと，体

側に黒褐色と黄色の縦線が走ること，および尾鰭後部に黒みがかった太い橙色横帯があることが，
明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の示したスジクロユリハゼPtereleotris grammicaの特徴とよく一致
したため，本種に同定された．

　　本種は西太平洋に分布し，日本国内では小笠原諸島，伊豆大島，静岡県，高知県，鹿児島県，大
隅諸島，および琉球列島から記録されている（明仁ほか，2013；荻原，2013；鈴木，2021；Jeong 

and Motomura, 2021；佐藤ほか，2023；本田ほか，2024；阿部ほか，2024）．本研究により，新た
に和歌山県から記録された．

Ptereleotris lineopinnis (Fowler, 1935)

オグロヒメユリハゼ（Fig. 3A）
写真資料　KPM-NR261226，和歌山県東牟婁郡串本町田子（ダイビングポイント名：ヨリコバ），水

深39 m，2018年11月30日撮影．
備考　撮影された個体は，眼下に黒色垂帯があること，尾鰭後縁の上下端が丸いこと，および尾鰭

に大きな暗色斑があることが，鈴木ほか（2015）や鈴木（2021）の示したオグロヒメユリハゼ
Ptereleotris lineopinnisの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種はインド・太平洋に分布し，日本国内では小笠原諸島，伊豆諸島，千葉県，静岡県，高知
県，屋久島，および琉球列島から記録がある（鈴木ほか，2015；鈴木，2021；本田ほか，2024）．
本研究により，新たに和歌山県から記録された. 

Ptereleotris rubristigma Allen, Erdmann & Cahyani, 2012

スミゾメハナハゼ（Fig. 3B）
写真資料　KPM-NR261227，和歌山県東牟婁郡串本町潮岬（ダイビングポイント名：備前），水深22 

m，2011年8月10日撮影．
備考　撮影された個体は，頤と頬部に肉質突起があること，体側後半部に桃色縦線があること，およ

び尾鰭縁辺が丸く突出して糸状に伸長する軟条がないことが，明仁ほか（2013）や鈴木（2021）の
示したスミゾメハナハゼPtereleotris rubristigmaの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　　本種はインド・西太平洋に分布し，日本国内では伊豆諸島，千葉県，伊豆半島，高知県，屋久
島，および琉球列島から記録がある（明仁ほか，2013；鈴木，2021；本田ほか，2024）．本研究に
より，新たに和歌山県から記録された．
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Fig. 1. Underwater photographs of eight gobioidei fishes recorded from Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan. 

A: Amblyeleotris melanocephala (KPM-NR261209); B: Bryaninops natans (KPM-NR261210); C: Cryptocentrus 

strigilliceps (KPM-NR261211); D: Ctenogobiops aurocingulus (KPM-NR261212); E: Ctenogobiops pomastictus 

(KPM-NR261213); F: Ctenogobiops tangaroai (KPM-NR261214); G: Eviota pellucida (KPM-NR261215); H: 
Oplopomus caninoides (KPM-NR261217). 
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Fig. 2. Underwater photographs of eight gobioidei fishes recorded from Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan. 

A: Stonogobiops pentafasciatus (KPM-NR261218); B: Tomiyamichthys alleni (KPM-NR261219); C: 
Vanderhorstia kizakura (KPM-NR261220); D: Vanderhorstia papilio (KPM-NR261221); E: Vanderhorstia rapa 

(KPM-NR261222); F: Navigobius kaguya (KPM-NR261223); G: Nemateleotris decora (KPM-NR261224); H: 
Ptereleotris grammica (KPM-NR261225). 
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Fig. 3. Underwater photographs of two gobioidei fishes recorded from Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan. 

A: Ptereleotris lineopinnis (KPM-NR261226); B: Ptereleotris rubristigma (KPM-NR261227). 
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